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本⽇の⽬標
• 疑問に対して
–本で探すことが出来る
–ネットで探すことが出来る
– Uptodateで探すことが出来る
– PubmedでReviewを探すことが出来る
– Pubmedで原著論⽂を探すことが出来る
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疑問の種類
• Background questions
– 既知
– 疾患や症状に関する⼀般的な知識

→教科書やUptodate

• Foreground questions
– 未知
– 実臨床での疑問

→DynamedやPubmed



漠然ではダメ！
疑問を形式化しよう！
PICO／PECOに落としこむ

• Patient ◯◯な⼈が
• Intervention ◯◯したのと
（Exposure）
• Comparison ◯◯しなかったのでは
• Outcome ◯◯はどうなる？



例えば
• 起因菌が分からない重症肺炎の60歳
• 呼吸器を装着してバイタルと呼吸状態は

安定している
• そこで指導医から「任せた」と、、、



回答例
• Background questions
–重症肺炎の初期治療は何か

• Foreground questions
–重症肺炎に対するステロイド療法は予後を

良くするのか？
–この患者にステロイドは投与すべきか？



今回は

Background questionsをUptodate
でとく



Uptodateとは？



Uptodateで陥りがちなミスと
その対処法

• 上⼿く検索出来ない
• 膨⼤で読めない
• 英語が⾟い



うまく検索できない
• PICOにしてキーワードを作る
→まずは“P”を⼊れてみる

• “find”を使う
→IやCやOをFindで⽂章中からひっかける



膨⼤で読めない
• まずサマリーから読む

• “find”を使って斜め読みする
→IやCやOをFindで⽂章中からひっかける
→医療英語になれる必要はある
例：ステロイド→ glucocorticoids



英語が⾟い→ウェブ翻訳を使う
Google翻訳

カーソルを合わせるだけで
単語検索してくれる

精度がどんどん良くなっている
ウェブの翻訳ツール



Uptodateのライバル

• 箇条書きで⾒やすい
• アップデートが早い
• 背景知識はわかりづらい

• Uptodate＝教科書
• Dynamed＝アンチョコ本


